
本誌は再生紙を使用しています。 

　暑さも厳しい中、

下刈作業の手を暫く

休めてもらっての取

材です。左から金子

浩、村上務、中村継

男の皆さんです。班

長の村上務さんは班

を結成して28年目、

金子さんは村上班に

入って15年目のベ

テラン、そして３年

目の中村さん。３人

以外は、この日あい

にくと他の現場です。

村上班長は、若い頃、

山陽無煙（株）で働

いていたが、杭木の

需要が多いことから、吉部炭鉱（株）の杭木納入業者として独

立し、事業に専念していたところ、森林組合の仕事も手伝って

もらえないかと誘いがあったのが切っかけで、組合との関係が

出来、現在に至っています。 

　本人も山の仕事はもともと嫌いではないから、たとえきつい

仕事でも苦にならないが、今年からは補助事業の下刈が２度刈

になったので、人手の少ない折には、期限に追われることが多

くなって迷惑をかけないかと心配だという。しかし思い通り仕

事がはかどった時はやはり嬉しい。山を下りて班員の方々と一

杯ぐっとやるビールの味は格別とか。 

　それに班員あげての旅行も楽しみのひとつ。最低、年に１度

は４泊５日程度の国内外の旅行に出かける。過去、国内では黒部、

屋久島、四国方面、海外では韓国、香港・マカオ、オーストラ

リア。皆と気軽な旅は日頃の苦労を忘れさせ、明日の英気を養

う基だと村上班長はいう。 

　現在、公社、公団の仕事

が大半だが、これらの手入

れをした山の木々が数年後

見事に成長したのを見ると

感激もひとしお。また下刈

後の爽快さはなんとも言え

ぬとのこと。 

　最後に村上班長はじめ班

員の方々も異口同音に、山

の仕事は危険がつきものな

ので、気心が知れないとわ

ずかなことでも事故につな

がる。お互い励まし合いな

がらやっていきたいと、熱

気をこめて語られた。班員

全員の益々のご健闘をお祈

りします。 

下刈作業中の村上班長 

下刈作業の手を休めて 

も り 
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工事安全祈願祭 

サンワーク美祢（美祢勤労者総合福祉センター）での座談会 

ボーリングによる地質調査 
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作業路の終点が上田山林 

台風18号による被害（平成11年９月24日） 
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